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抄録
平成 年の学習指導要領の改訂において、表現運動・ダンス領域に、リズム系ダンスが導入され、 年

以上が経つが、未だに学習内容、指導方法、評価方法等について、議論が絶えない。本稿では、リズム系ダ
ンスのダンスの舞踊文化の由来を確認した上で、「非定形型」として捉えられてきたことについて遡って検
討した。その結果、これまで「リズム型」とされてきたが、「社交型」「創作型」ともクロスオーバーするこ
とが明らかになり、導入の萌芽とみられる時期の分類論の限界であると捉えられた。また、「人々に好まれ
洗練されたパターン」である「型」の共有からはじめ共に踊り、リズムにのって交流する授業実践事例を、
発達段階に沿って検討した。今後は、「共有した型」を系統的に学びとして積み重ねながら、その型をアレ
ンジし、さらに新しい動きを生み出していくことが重要であると結論づけた。
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．  はじめに
日本の学校における体育・保健体育科は、第

二次世界大戦後、児童・生徒の個性と自発性を
重視し、運動の実践を通して人間性の発展を図
ることを目標とする理念へと転換を遂げた。松
本・山田（ ） によれば、ダンス教育も、転
換期に運動種目が分類される中で、体育科のダ
ンスとして独立し、基本ステップや既成作品の
踊り方の教授による定形の習得学習から、児童・
生徒一人ひとりの自由な自己表現を引き出す主
体的な創作学習へと大きく転換したという。そ
の後、学習指導要領の改訂ごとに名称を変更し
ながらも、表したいテーマやイメージにふさわ
しい動きを自由に工夫して踊る「表現・創作ダ
ンス」と各国の歴史・風土を基盤として民衆に
伝承されてきた踊りを身に付けて楽しむ「フォ
ークダンス」の 本立てで示されてきた。そし
て、平成 年の学習指導要領の改訂では、リズ
ムダンス･現代的なリズムのダンスが導入され
た（以下、これらを総称してリズム系ダンスと
する）。また、平成 年の学習指導要領の改訂

では、中学校第１・２学年において武道と並ん
で必修化され、注目を集めた。

だが、表現運動・ダンス領域は、現場の教員
からは、体育・保健体育科の中で、最も指導が
難しいといわれ続けてきた。 また、子ども達に
とって、「恥ずかしさ」の壁があることも繰り返
し、指摘されてきた。

リズム系ダンスに着目してみると、既に学校
現場で多くの実践がみられたこと、社会におけ
るリズム系ダンスに対する関心が高かったこと
が導入の理由であるとされている。 そして、リ
ズム系ダンス導入後は、生徒の興味関心が高く、
ダンス領域内で最も採択率が高いことが報告さ
れている。 だが、導入から 年経った現在で
も、未だに学習内容、指導方法、評価方法につ
いて議論が絶えない。 ）

高田ら（ ） ）は、現代的なリズムのダン
スの学習・指導をめぐる議論が、学習指導要領
解説に示された自由な運動学習と定型の運動習
得学習の間で二分化されていることを指摘し、
それぞれの学習の効果について実践を通して検
討している。その結果、即興的パフォーマンス
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の成果からみると、ステップ習得学習の方が学
習指導要領のねらいをより捉えた実践になった
としている。「自由な運動学習」が目指されてき
たものの「探究学習」になっていないという問
題も指摘されている。 ）一方で大西ら（ ） ）

は、導入後のリズム系ダンスについての文献を
包括的に確認し、指導内容及び教材の内実から
現状について考察している。その結果、リズム
系ダンスが種目として確立された後も学習者の
興味関心を引くための創作ダンスの導入教材や
単元を部分的に構成することに終始するのであ
れば、わざわざ種目として確立された意味が見
いだせないと指摘している。リズム系ダンスが、
表現運動・ダンス領域の中に種目として位置づ
くためにはどのような捉え方をすればよいだろ
うか、また、学習指導要領に示されたねらいで
ある「リズムの特徴をとらえ、変化とまとまり
を付けて踊ること」を実現するためには、「定型
の運動習得学習」と「自由な運動学習」につい
て、どのように考え、実践していけばよいであ
ろうか。

本稿では、上記のような問題意識から、まず
リズム系ダンスがどのような舞踊文化の由来し
ているのかを確認するところからはじめていく。
そして、リズム系ダンスを「非定形型」である
とする捉え方について遡って検討する。その上
で、先行研究においてリズム系ダンスの授業が
どのように計画され実践されているかを検討す
ることを通して、「リズムにのる」という目標を
持ちつつ、学習者同士のコミュニケーションも
大切にする授業のあり方について考察する。

本稿の第一の目的は、学習指導要領に示され
ている つのダンスにおけるリズム系ダンスの
種目としての位置づけを再考すること、第二の
目的は、リズム系ダンスの授業で「定型の習得
学習」と「自由な運動学習」を偏りなく併用し
てどちらもの長所をいかすような指導・支援の
進め方を検討することである。

２．学学習習指指導導要要領領のの３３つつののダダンンススのの由由来来
先に、リズム系ダンスの学習内容、指導方法、

評価方法について議論が絶えないと述べたが、
何が問題なのだろうか。

中村（ ）は、「重篤な問題は、体育の行

政に関わる役職者の多くが男性であり、ダンス
の内容についての理解が不十分で、各県教育委
員会や文部科学省の役人にまで、『現代的なリズ
ムのダンス』とはストリートダンスのことだと
の誤解をしている人が少なからずいることであ
る」と指摘している。では、現代的なリズムの
ダンスは、学習する内容として、どのような舞
踊文化を選択したものなのだろうか。

学習指導要領をみると、表現系ダンスとして、
表現・創作ダンス、リズム系ダンスとして、リ
ズムダンス･現代的なリズムのダンス、そしてフ
ォークダンスが示されていることがわかる。ま
た、平成 年に出された学校体育実技指導資
料第 集『表現運動系及びダンス指導の手
引』 ）にはそれぞれの由来が明記されており、
下記の表１のように整理できる。リズム系ダン
スは舞踊文化として、 年代に現れたロック
や近年のストリートダンスが児童・生徒の学ぶ
内容として示されたものではないのだろうか。

表表 11：：三三つつののダダンンススのの由由来来
三三つつののダダンン
スス

由由来来

フフォォーーククダダ
ンンスス

世世 界界 各各 国国 ･･各各 地地 域域 でで 自自 然然 発発 生生 しし てて
伝伝承承さされれててききたた地地域域固固有有ののダダンンスス

表表現現系系ダダンン
スス

11992200 年年代代にに確確立立さされれたた「「モモダダンンダダ
ンンスス」」

リリズズムム系系ダダ
ンンスス

11995500 年年代代にに現現わわれれたたロロッッククやや近近年年
ののスストトリリーートトダダンンスス

中村 ）は、「『現代的なリズムのダンス』とは、
民間で流行しているストリートダンスやヒップ
ホップダンスで定番になっている特定のステッ
プや踊り方を習得することではなく、あくまで、
生徒一人ひとりが自分なりに『音楽のリズムに
乗って自由に動きを工夫して踊る』ダンスであ
る」とする。だが由来する舞踊文化が上記のよ
うに示されている以上、ストリートダンスやヒッ
プホップで定番になっている特定のステップや
踊り方を無視することはできないのではないか。

また、中村 ）は続けて次のように述べている。

戦後の転換期に、文化としてのモダンダン
ス（ダンサー各人が創出した身体技法・表現
技法を用いた芸術舞踊）に倣ってイメージ・
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非定形型の学校体育学習教材「創作ダンス」
を考案したように、ストリートダンスの流行
を機に、リズムを中心とした自由な即興表現
や踊る者同士のコミュニケーションを取り入
れて、学校体育教材としての「現代的なリズ
ムのダンス」を考案したのである。

ここで、中村は、「創作ダンス」と並べて「現
代的なリズムのダンス」を学校体育教材として
位置づける。イメージ・非定形型であるとされ
た「創作ダンス」に対して、「現代的なリズムの
ダンス」はどのように捉えればよいであろうか。

３．リリズズムム系系ダダンンススはは非非定定形形型型ななののかか
村田・松本（ ） ）も、リズム系ダンスに

ついて、次のように述べている。

表現・創作ダンスとリズムダンスは、「自由
なダンス」という点で共通の特性を持つが、
両者の違いは、工夫の視点が前者は「イメー
ジと動きの関係」に、後者は「音楽のリズム
と動きとの関係」にある点と考えられる。

中村、村田・松本の捉えをみると、リズム系
ダンスも表現・創作ダンスと並んで、「自由なダ
ンス」であるということになるが、「非定形型」
という捉えでよいのであろうか。

原田（ ） ）によれば、リズムダンスとい
う語は、約 年前に佐伯によって提案された
という注 ）。遡って調べてみると佐伯（ ） ）

は「ダンスへの教育とはダンスそれ自身の楽し
さへの教育であり、従って、ダンスの授業はそ
れぞれの特有の楽しさを持ったダンスの学習に
なるということなのである。だから、内容を導
く基礎はそれ自身に内在する楽しさの特性から
出されるダンスの分類になる。」とし、新しい分
類論が必要であるとしている。また「指導要領
における表現運動とダンスの内容の提示はダン
スへの教育にとっては適切ではないように思わ
れる。」と指摘し、「表現と創作を中心に考える
ことは内容のとりあげ方において狭すぎるので
はないだろうか」と問いかけている。「ダンスの
楽しさの原点に模倣と変身の欲求充足にもとづ
くエクスタシーの体験がおかれるならば、模倣

し変身の欲求充足が可能な内容が取り上げられ、
それを容易にする方法が工夫されねばならない」
というのである。ここに表現・創作ダンス、フ
ォークダンス以外のダンスの導入の萌芽をみる
ことができる。全国体育学習研究会の資料を遡
ってみると、三浦・佐伯他（ ） ）の図にお
いては、「定型的」と「非定型的」の用語で示さ
れており、三浦・佐伯他（ ） ）の図では「定
形性」と「非定形性」の用語で示されており、
最終的には三浦・矢島によってまとめられてい
る。

このように確認してくると、リズム系ダンス
が非定形型であるとされるのは、佐伯や三浦・
矢島の分類がもとになっているものと考えられ
る。三浦・矢島 ）の先行研究では、学校教育に
おいては、多様なダンス文化から何を選定する
かが考えられなくてはならないとし、次のよう
に述べて、図を示している。

図 1 欲 求 充 足 と 様 式 に よ る ダ ン ス の 分 類 と 特 性
（ 三 浦 ・ 矢 島 , 1992）

様々な種類のダンスは、「リズミカルな運動
の連続による模倣・変身欲求の充足」という
共通する価値を持ちながら、それぞれの欲求
充足の強調点に違いがあり、他のダンスでは
変え難い、異なった楽しさを内包していると
考えられる。それを欲求充足の違いから分類
すると、「イメージを運動によって表現する楽
しさ」が重視されるものと、「リズムにのって
動く楽しさ」が重視されるものに分類できる。
これらは、更に、様式から「型を伝承するも
の」と「自由に創り出していくもの」に分類
できる。
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ここで、三浦・矢島 ）は、ダンスには「リズ
ミカルな動きの連続による模倣変身欲求の充足」
という共通の価値があるとし、様式と欲求の違
いから分類ができるとしている。

現在、学習指導要領に示されているリズム系
ダンスはこの分類の「リズム型」として位置付
けられたのであろう。この「リズム型」につい
ての三浦・矢島 ）の説明は次のとおりである。

リズム・非定形型ダンスの特性（リズム
型）

一リズムを手掛かりにし、それにのって自由
に動くことが楽しい運動－

リズミカルな動きはすべての踊りに共通し
た要素であるが、特定のイメージを表すこと
に関心があるのではなく、リズムへののりが
楽しさの鍵となる踊りである。このジャンル
には、ディスコダンス、ブレイクダンス、ジ
ャズダンスなどがあり、リズム型のダンスと
呼ぶことができる。

ここで、三浦・矢島は、リズム型の舞踊文化
として、ディスコダンス、ブレイクダンス、ジ
ャズダンスを挙げ、リズムを手掛かりにし、そ
れにのって自由に動くことが楽しい運動である
としている。ここには、先に挙げた学校体育実
技指導資料に示されていたリズム系ダンスの由
来の舞踊文化、 年代に現われたロックや近
年のストリートダンスも含めて考えていると捉
えられる。

加えて、松本（ ） ）は、「現代的なリズ
ムのダンス」は、ビートのリズムで乗って踊る
ダンスの総称であり、ロックやヒップホップな
どの現代的なリズムの曲で踊るダンスを示して
いる。 年代に現れたポップやロック、ブレ
イクなどのダンスの発祥のように、また、動き
の原点と考えられているアフリカンダンスのよ
うに、ビートのリズムで乗って踊る動きの喜び
を大切にする。言わば、『リズム系』というべき
動きの特性や楽しみを共有しているダンスの系
譜にあたる。」と述べている。現代的なリズムの
ダンスの由来は、ロックやヒップホップ、ポッ
プやブレイクなど現代的な曲のビートのリズム
にでのって動く舞踊文化にあり、踊る原点でも

ある律動に深くかかわっていると理解できる。
ここまでみてきたように、「現代的なリズム」

は曲のリズムを指しているのであろうが、曲と
「リズムにのる」ことの関係についてはどのよ
うに考えればよいだろうか。

４４ ..  「「 リリ ズズ ムム ににのの るる 」」 をを 問問うう
ここまで、学習指導要領に示されているリズ

ム系ダンスは非定形型に位置付けられ、その特
性は「リズムを手掛かりにし、それにのって自
由に動くことが楽しい運動」とされていること
についてみてきた。

村田ら ）も、リズム系のダンスは、音楽との
関連の深いダンスであり、その時々に流行した
ポピュラー音楽のリズムと動きが結びついて生
まれたダンスだとし、「現代的なリズム」の音楽
に共通した特徴はメロディーよりもリズム ビ
ートが主導的な役割を担っていることだとする。

では、学習指導要領に示されている３つのダ
ンス全体の学びについて、どのように考えれば
よいであろうか。リズムダンス・現代的なリズ
ムのダンスが導入された頃、その指導を牽引し
ていた牛山 ）は、それぞれの特性と学習のポイ
ントを図２のようにまとめていた。

図 2 それぞれのダンスの特性と学習のポイント

この牛山のまとめでも、学習のポイントは、
「リズムにのる」ことだとされている。だが、
そののり方は動きの工夫であると明記されてい
たことがわかる。音楽が先行し、重要であると
しても、動くこととその工夫が中心であると考
えられていたのではないか。そうであるならば、
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ここで、三浦・矢島 ）は、ダンスには「リズ
ミカルな動きの連続による模倣変身欲求の充足」
という共通の価値があるとし、様式と欲求の違
いから分類ができるとしている。

現在、学習指導要領に示されているリズム系
ダンスはこの分類の「リズム型」として位置付
けられたのであろう。この「リズム型」につい
ての三浦・矢島 ）の説明は次のとおりである。

リズム・非定形型ダンスの特性（リズム
型）

一リズムを手掛かりにし、それにのって自由
に動くことが楽しい運動－

リズミカルな動きはすべての踊りに共通し
た要素であるが、特定のイメージを表すこと
に関心があるのではなく、リズムへののりが
楽しさの鍵となる踊りである。このジャンル
には、ディスコダンス、ブレイクダンス、ジ
ャズダンスなどがあり、リズム型のダンスと
呼ぶことができる。

ここで、三浦・矢島は、リズム型の舞踊文化
として、ディスコダンス、ブレイクダンス、ジ
ャズダンスを挙げ、リズムを手掛かりにし、そ
れにのって自由に動くことが楽しい運動である
としている。ここには、先に挙げた学校体育実
技指導資料に示されていたリズム系ダンスの由
来の舞踊文化、 年代に現われたロックや近
年のストリートダンスも含めて考えていると捉
えられる。

加えて、松本（ ） ）は、「現代的なリズ
ムのダンス」は、ビートのリズムで乗って踊る
ダンスの総称であり、ロックやヒップホップな
どの現代的なリズムの曲で踊るダンスを示して
いる。 年代に現れたポップやロック、ブレ
イクなどのダンスの発祥のように、また、動き
の原点と考えられているアフリカンダンスのよ
うに、ビートのリズムで乗って踊る動きの喜び
を大切にする。言わば、『リズム系』というべき
動きの特性や楽しみを共有しているダンスの系
譜にあたる。」と述べている。現代的なリズムの
ダンスの由来は、ロックやヒップホップ、ポッ
プやブレイクなど現代的な曲のビートのリズム
にでのって動く舞踊文化にあり、踊る原点でも

ある律動に深くかかわっていると理解できる。
ここまでみてきたように、「現代的なリズム」

は曲のリズムを指しているのであろうが、曲と
「リズムにのる」ことの関係についてはどのよ
うに考えればよいだろうか。

４４ ..  「「 リリ ズズ ムム ににのの るる 」」 をを 問問うう
ここまで、学習指導要領に示されているリズ

ム系ダンスは非定形型に位置付けられ、その特
性は「リズムを手掛かりにし、それにのって自
由に動くことが楽しい運動」とされていること
についてみてきた。

村田ら ）も、リズム系のダンスは、音楽との
関連の深いダンスであり、その時々に流行した
ポピュラー音楽のリズムと動きが結びついて生
まれたダンスだとし、「現代的なリズム」の音楽
に共通した特徴はメロディーよりもリズム ビ
ートが主導的な役割を担っていることだとする。

では、学習指導要領に示されている３つのダ
ンス全体の学びについて、どのように考えれば
よいであろうか。リズムダンス・現代的なリズ
ムのダンスが導入された頃、その指導を牽引し
ていた牛山 ）は、それぞれの特性と学習のポイ
ントを図２のようにまとめていた。

図 2 それぞれのダンスの特性と学習のポイント

この牛山のまとめでも、学習のポイントは、
「リズムにのる」ことだとされている。だが、
そののり方は動きの工夫であると明記されてい
たことがわかる。音楽が先行し、重要であると
しても、動くこととその工夫が中心であると考
えられていたのではないか。そうであるならば、
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リズム系ダンスでは、リズム ビートが主導する
音楽を教具として捉え直し、音楽のリズム ビー
トとかかわる動き方、リズム ビートへののり方
を工夫することを学ぶと考えればよいであろう
か。

５５．．他他者者ととののココミミュュニニケケーーシショョンン･･交交流流
先にみてきたように、創作ダンスもリズム系

ダンスも非定形型であるとされている。だから
こそ、既存のステップやフレーズを教えること
や既成作品を踊ることへの批判がある。

だが、中村 ）による体育教材としての捉えで
は、「リズムを中心とした自由な即興表現や踊る
者同士のコミュニケーションを取り入れて」と
書かれていた。また、村田・松本（ ） ）も
リズム系ダンスの特性は「リズムにのって踊る
楽しさ」と「リズムを共有して他者と交流して
踊る楽しさ」に集約できるとしている。

ここで、三浦・矢島 ）の分類に立ち戻ってみ
ると、「リズムを通じてのコミュニケーションを
楽しむ」という特性が示されていたのは、社交
型であった。三浦・矢島は、リズム・定形型ダ
ンスを「社交型」とし、「構成されているリズミ
カルな動きで、相手と対応して踊ることが楽し
い運動」であることを特性として示していた。
もちろん、この社交型の教材として、「フォーク
ダンス」が示されているのであるが、もともと
の「リズム型」（リズム・非定形型）の特性に加
えて、他者とのコミュニケーション・交流とい
う特性があるとすれば、リズム系ダンスを創作
型とも伝承型とも捉えることができるのではな
いだろうか。

ここで、三浦・矢島 ）による定型･リズム型
の特性の説明を確認しておきたい。

リズム･定形型ダンスの特性（社交型）
－構成されているリズミカルな動きで、相

手と対応して踊ることが楽しい運動－
社交の場で人と共に踊るには、共通のパタ

ーンが必要となる。長い年月の間、人々に好
まれ洗練されたパターンを覚えて、相手と対
応して踊るところに楽しさのある運動である。
地域で親しまれてきた踊りには、地域文化の
香りを持つフォークダンスを生み、世界的に

踊られて洗練されてきたものには、社交ダン
スがある。いずれも社交的正確を持ち、社交
型のダンスと呼ぶことが出来よう。

ここで三浦・矢島は、社交型の特性として、
「構成されているリズミカルな動きで相手と対
応して踊ることが楽しい運動」を挙げており、
「人々に好まれ洗練されたパターンを覚えて相
手と対応して踊るところに楽しさのある運動」
と説明している。 さらにフォークダンスが民
衆に伝承されてきた踊りであるとすれば、ヒッ
プホップはアメリカのブロンクス地区のフォー
クダンスともみることができ、リズム系ダンス
は社交型に位置づく可能性もあるのではないか。

このように遡ってみると、リズム系ダンスは
リズムにのって踊ることが楽しいという点では
「リズム型」であり、自由なダンスであるとい
う点では「創作型」であり、人と共に踊ること
が楽しいという点では「社交型」であり、当時
示されていた つの型のうち つにクロスオー
バーする位置づけにあると考えることができ、
当時の分類論の限界であると捉えられる。

そうであるならば、リズム系ダンスで、「他者
とリズムを通じたコミュニケーションを楽しむ」
場合にも、そのダンスの由来とされる「 年
代に現われたロックや近年のストリートダンス」
や松本のいう「 年代に現れたポップやロッ
ク、ブレイクなどのダンス」における「人々に
好まれ洗練されたパターン」をもとに、リズム
に乗ることを通して、オリジナルな動きの工夫
や、新しい動きの発生へとつなげていくことも
あってよいのではないか。先に、リズム系ダン
スの特性について、村田・松本が「リズムを通
じてのコミュニケーションを楽しむ」ことを挙
げていると述べたが、現代的なリズムの音楽や
その音楽のリズムのみを共有するだけでなく、
「型」となるステップやひとまとまりの動きを
共有することを通して、リズムにのりながら他
者と交流することによって、社交型の特性も併
せ持つ学びへと展開していくことができるので
はないか。反対に、「リズムを通じてコミュニケ
ーションを楽しむこと」が主たる学習内容に位
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置づくのであれば、ひとまとまりの動き（振り
付け）の学習は副次的な扱いとなり、定形でも
非定形でも構わないであろう。つまり、ひとま
とまりの動きは、教材と解釈できることになり、
教員の裁量に委ねられることから、リズム系ダ
ンスで定形の動きを扱うことの是非論に終止符
をうつ可能性がみえてくるのである。このよう
にリズム系ダンスを捉えることによって創作型
としての特性も伝承型としての特性ももつもの
として、学びの広がりと深まりが期待できると
考えるのである。

６.  「「 型型 」」 のの 共共 有有 かか らら はは じじ まま るる 授授 業業 実実 践践
一方で、学校現場における授業の取り組みへ

と目を向けてみると、習得学習や定型の学習を
導入や単元前半で行った上で、さらに工夫する
学習を展開していく実践例が行われてきており、
その成果や課題が報告され、その研究成果が蓄
積されてきている。学習者の発達段階を踏まえ
て、先行研究を順に考察してみたい。

((11))小小 学学 校校 低低 学学 年年 をを 対対 象象 ととしし たた 実実 践践 事事 例例
湯浅（ ） ）は、認知心理学者フィンケ

ほか（ ）の創造性研究による、アイデア
や発明を生成する際にある種の素材を使用しな
ければならない（資源の制約）ことや、大きさ
やプロダクトが持つ何らかの特徴（特徴の制
約）を制限することは創造力を促進する、とい
う立場から、独自のリズム系ダンス授業におけ
る学びの深化過程モデル（湯浅， ）を開
発し、小学校低学年児童を対象に 時間のリ
ズム系ダンス授業の実践研究を行った。

研究方法は、第 時・第 時に教師による
ダンス制作に使用する動きの提示（資源の制
約）と、第 時に、第 時でのダンス交流にむ
けて今後どのようなダンスにするのかを条件提
示（特徴の制約）をするために、大学生 名
のダンスを鑑賞する機会が設けられた。そし
て、第 時の動きの変化や工夫についてペア
での学習を経て、第 時のダンス交流に至るま
で、各授業後に課された振り返りシートより、
児童の動きの出現や表現の工夫に関する認知的
活動について質的分析を行った。

その結果、教師による動きの提示（資源の制
約）や組み合わせの示範（特徴の制約）は児童
の動きにリズムの変化、身体の変化、力の変化
をもたらし、児童が工夫しながら創作活動を展
開する創造的表現にむけた具体化の促進が示唆
された。

しかし、これらの制約は学習の方向づけや学
習の深化に重要な役割を示し、ダンスの再現的
表現から創造的表現にさせることができる可能
性を有する一方で、制約条件の見極めや本研究
の対象者が低学年児童であったことから、振り
返りシートの記述に反映されていない気づきが
存在している点が課題となった。

(2)小学校中学年を対象とした実践事例
小学校では、中学年の内容に、リズムダンス

が示されているが、柴山ら（ ） ）は、学
習内容が不明瞭であるがゆえリズムダンスが単
なる授業の導入としての部分的な教材として用
いられ、リズムダンスを主とした単元構成で、
小学校中学年を対象とした授業研究が多くない
ことを指摘している。その上で、小学校 年
生を対象に、リズムダンスの５時間の単元計画
を「定型の踊りと即興表現－即興表現から動き
を工夫－グループで創作－交流会」という構成
で作成して、授業実践を行い、児童の「技能」
とその活用の視点から単元の有効性を検討して
いる。単元をとおして の「 」
を選定し、「カモンベイビーダンシング」、
「 ウォームアップ」「リズムカルタ」を使
用したという。特に、「軽快なリズムに乗って
全身で踊る」の評価基準を設定して、児童の
「技能」の変容を明らかにすることによって、
授業の成果をみている。その結果、下記の３つ
が明らかになったと報告している。①単元５時
間目になるとほとんどの児童が「軽快なリズム
に乗って全身で踊る」を習得していた、②単元
後半になるにつれ、児童は学習した動きを作品
に多く活用していた。③本研究の単元は「技
能」を学習するとともに、学習した動きを活用
する上で有効であった。

(3)中学校 1・2 学年を対象とした実践事例
末永ら（ ） ）の実践では、現代的なリズ
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置づくのであれば、ひとまとまりの動き（振り
付け）の学習は副次的な扱いとなり、定形でも
非定形でも構わないであろう。つまり、ひとま
とまりの動きは、教材と解釈できることになり、
教員の裁量に委ねられることから、リズム系ダ
ンスで定形の動きを扱うことの是非論に終止符
をうつ可能性がみえてくるのである。このよう
にリズム系ダンスを捉えることによって創作型
としての特性も伝承型としての特性ももつもの
として、学びの広がりと深まりが期待できると
考えるのである。

６.  「「 型型 」」 のの 共共 有有 かか らら はは じじ まま るる 授授 業業 実実 践践
一方で、学校現場における授業の取り組みへ

と目を向けてみると、習得学習や定型の学習を
導入や単元前半で行った上で、さらに工夫する
学習を展開していく実践例が行われてきており、
その成果や課題が報告され、その研究成果が蓄
積されてきている。学習者の発達段階を踏まえ
て、先行研究を順に考察してみたい。

((11))小小 学学 校校 低低 学学 年年 をを 対対 象象 ととしし たた 実実 践践 事事 例例
湯浅（ ） ）は、認知心理学者フィンケ

ほか（ ）の創造性研究による、アイデア
や発明を生成する際にある種の素材を使用しな
ければならない（資源の制約）ことや、大きさ
やプロダクトが持つ何らかの特徴（特徴の制
約）を制限することは創造力を促進する、とい
う立場から、独自のリズム系ダンス授業におけ
る学びの深化過程モデル（湯浅， ）を開
発し、小学校低学年児童を対象に 時間のリ
ズム系ダンス授業の実践研究を行った。

研究方法は、第 時・第 時に教師による
ダンス制作に使用する動きの提示（資源の制
約）と、第 時に、第 時でのダンス交流にむ
けて今後どのようなダンスにするのかを条件提
示（特徴の制約）をするために、大学生 名
のダンスを鑑賞する機会が設けられた。そし
て、第 時の動きの変化や工夫についてペア
での学習を経て、第 時のダンス交流に至るま
で、各授業後に課された振り返りシートより、
児童の動きの出現や表現の工夫に関する認知的
活動について質的分析を行った。

その結果、教師による動きの提示（資源の制
約）や組み合わせの示範（特徴の制約）は児童
の動きにリズムの変化、身体の変化、力の変化
をもたらし、児童が工夫しながら創作活動を展
開する創造的表現にむけた具体化の促進が示唆
された。

しかし、これらの制約は学習の方向づけや学
習の深化に重要な役割を示し、ダンスの再現的
表現から創造的表現にさせることができる可能
性を有する一方で、制約条件の見極めや本研究
の対象者が低学年児童であったことから、振り
返りシートの記述に反映されていない気づきが
存在している点が課題となった。

(2)小学校中学年を対象とした実践事例
小学校では、中学年の内容に、リズムダンス

が示されているが、柴山ら（ ） ）は、学
習内容が不明瞭であるがゆえリズムダンスが単
なる授業の導入としての部分的な教材として用
いられ、リズムダンスを主とした単元構成で、
小学校中学年を対象とした授業研究が多くない
ことを指摘している。その上で、小学校 年
生を対象に、リズムダンスの５時間の単元計画
を「定型の踊りと即興表現－即興表現から動き
を工夫－グループで創作－交流会」という構成
で作成して、授業実践を行い、児童の「技能」
とその活用の視点から単元の有効性を検討して
いる。単元をとおして の「 」
を選定し、「カモンベイビーダンシング」、
「 ウォームアップ」「リズムカルタ」を使
用したという。特に、「軽快なリズムに乗って
全身で踊る」の評価基準を設定して、児童の
「技能」の変容を明らかにすることによって、
授業の成果をみている。その結果、下記の３つ
が明らかになったと報告している。①単元５時
間目になるとほとんどの児童が「軽快なリズム
に乗って全身で踊る」を習得していた、②単元
後半になるにつれ、児童は学習した動きを作品
に多く活用していた。③本研究の単元は「技
能」を学習するとともに、学習した動きを活用
する上で有効であった。

(3)中学校 1・2 学年を対象とした実践事例
末永ら（ ） ）の実践では、現代的なリズ
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ムのダンスに多く含まれる基本の動きによって
構成される「ベーシックダンス」の作曲と振付
をプロのダンサーに依頼している。依頼した内
容は、①現代的なリズムのダンスに最低限必要
だと考えられる基本の動きで構成されること、
短い時間でも覚えて踊ることができるように②
曲の長さは 分程度であること、③「現代的な
リズムのダンス」を始

ママ
めて学習する中学生でも

短期間で習得可能なこと、の 点であったとし
ている。そして、完成したベーシックダンスは、

× カウントであったとしており、一つ一つ
の基本の動きに一般化されている名称がつけら
れていることからダンスを専門とする大学教員
と体育科教育を専門とする大学教員によって、
若干の修正を加えたとしている。単元は７時間
扱いとし、１時間目はダンス単元のオリエンテ
ーションを実施し、授業の流れ等の説明を行い、
２時間目からベーシックダンスの練習が始まり、
４時間目には、ベーシックダンスの交流会を行
い、５・６時間目には、自分たちで選んだ曲で
ダンスを行い、７時間目に選んだ曲により交流
会を行うという計画であったとしている。その
習得状況について、１時間目から３時間目では
単位時間の最後に通して踊ったベーシックダン
スを対象とし、４時間目はベーシックダンス交
流会で踊ったダンス、５時間目から７時間目で
は単位時間の最初に準備運動の一環として踊っ
たベーシックダンスを対象として分析している。
また、形成的授業評価も行っている。

その結果、現代的なリズムのダンスの目標で
ある「変化のある動きを組み合わせてリズムに
自由に乗って踊る」ことは、基本の動きを学習
させることでその習得が容易になることがわか
った。くわえて、基本の動きを意図的に取り入
れたダンスの授業は、生徒の意欲や関心を高い
時点で満たすことができ、生徒の「できる」を
味わわせることのできる授業であることがわか
ったとしている。

中中学学校校 学学年年をを対対象象ととししたた実実践践事事例例
高田ら（ ） ）の実践では、単元前半部分

でステップ習得学習（ 時間）を行い、単元後
半で交流学習（ 時間）としてダンスバトルを
行う実践を報告している。ステップ習得学習で

行われるステップは、 種類（ボックス、スラ
イドなど）であり、交流学習でのダンスバトル
では 対 、 対 、 対 と単元後半に向かっ
て人数を増やしてバトルを行っている。この実
践では、予備実践として行ったステップ習得学
習のみ単元と学習成果について比較検討がなさ
れている。予備実践（ステップ習得学習のみ）
と本実践（ステップ習得学習＋交流学習）は、
ステップ習得に関しては同等の成果を示してお
り、即興的パフォーマンス成果に関しては本実
践の方がより高い成果を上げていたことを報告
している。また、課題としては、本実践の即興
的パフォーマンス得点４項目中でオリジナリテ
ィが最も低値だったことが挙げられ、生徒はオ
リジナリティの重要性には気づけているものの、
実際の動きにすることが難しい生徒も存在する
と言及されている。生徒のオリジナリティをよ
り引き出す学習モデルや指導方法の開発・検証
を挙げている。

((55))中中学学校校 33 学学年年をを対対象象ととししたた実実践践事事例例
大西ら（ ） ）の実践では、教師が考え

た振り付けから生徒が創る振り付けへ展開させ
る 時間の現代的なリズムのダンスの単元を
報告している。単元序盤では、 種類の動き
（ポップコーン、クロスステップなど）で カ
ウント× の計 カウントの長さの振り付け
を「共通ダンス」として導入で採用している。
なお、この共通ダンスは前年度のダンス授業で
扱われた内容である。その後、単元中盤からは
生徒が振り付けを創作する素材として共通ダン
スは用いられ、終盤ではクラス全体で踊る機会
を保障するために活用されている。授業の成果
検証には、ダンス授業の形成的授業評価（松本

）と体育授業の診断的・総括的授業評価
（高田ら ）が用いられ、単元進行に伴い
授業の評価は高まり、単元前後では運動目標に
関する因子が有意に高くなっていた。このこと
から、教師が考えた振り付けから生徒が創る振
り付けへと展開する現代的なリズムのダンスの
授業は、生徒のダンスに対する不安を軽減し、
モチベーションや達成感の向上につながったこ
とが推察されており、生徒に非常に高く評価さ
れる実践であったとまとめられている。しかし、

リズムダンス・現代的なリズムの学びに関する考察の試み
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学習の主導権の移行やグループの編成、男女の
特性については十分考慮をしなければならない
ことが課題として残されていた。

((66))授授業業実実践践のの事事例例ににつついいててのの考考察察
ここまで、発達段階に沿って、授業実践の先

行研究の概要をみてきた。どの実践でも、まず
ステップやひとまとまりの動きを「型」として
指導者と他の学習者と共有するところから、授
業をはじめており、その後、交流やグループで
の創作へと展開する単元計画で進められていた。
共有された「型」は、交流の場合もグループ創
作の場合も、先に湯浅が「資源の制約」、「特徴
の制約」として捉えていたように、学習者の取
り組みや工夫につながり、それを支援するよう
に機能していた。また、学習者にモチベーショ
ンや達成感を与えていることが明らかになって
いた。

一方で、指導者が目の前の児童・生徒に相応
しい資源を共有している内容を比較するとき、
曲の持つリズム・ビートの特性や 、ウォー
ムアップや共通ダンス等とよばれるひとまとま
りの動きの大きさ（８×〇と示されていた）や
含まれているステップなど、どの段階でどのよ
うな内容を体験するのかが恣意的になる状況も
予測される。また、「型」の活用まではスムーズ
に進んでも、オリジナルの発生には課題が残っ
ていることもみえてきた。

特に、ダンス教育について語られるときに、
「既存」注 ）の動きといわれることがあるが、
指導者や他の学習者のからだにとっては「既存」
の動きであったとしても、ある学習者がはじめ
て見るとき、はじめてやってみようとするとき
に、その動きは、その学習者にとっては、はじ
めての未知のものであり、挑戦してからだが学
んでいくプロセスがあり、身に付けていくこと
は、資源となり、工夫や交流へとつながってゆ
くと捉えることが望まれるのではないだろうか。
だからこそ、「既存の動き」ではなく、交流や創
作につながる通り道としての「型」を発達段階
に沿って位置づけて共有する機会を設け、学び
の展開へとつながる「資源」になるように、指
導・支援していくことが重要である。また、そ
の学年、その単元の学びのみならず、学年進行

とともに、積み重ねられ、豊かな「資源」とな
るような系統的な学びが期待される。

７７．．ままととめめ
本稿では、リズム系ダンスの舞踊文化の由

来を確認した上で、「非定形型」としての捉
えについて検討した。検討の際には、「他者と
のコミュニケーション・交流」に着目し、こ
れまで「定形 ･リズム型」とされてきた「 社
交型」の特性の理解を通して、リズム系ダン
スは、リズムにのって踊ることが楽しいとい
う点では「リズム型」、自由なダンスであると
いう点では「創作型」、人と共に踊ることが
楽しいという点では「社交型」であり、当時
示されていた４つの型のうち、 つにクロス
オーバーする位置づけにあることが明らかに
なり、当時の分類論の限界であると捉えた。
その上で音楽のリズムだけではなく、「人々
に好まれ洗練されたパターン」として、ステ
ップやひとまとまりの動きを「型」として共
有するところからはじめている先行研究におけ
る授業の実践事例を発達段階に沿って、検討し
た。今後は、「型」の共有に終始することなく、
「共有した型」を系統的に学びとして積み重ね
ながら、その型をアレンジしてオリジナルにし
たり、さらに新しい動きを生み出していくこと
を協働して工夫、探究していくような単元計画
の作成が課題である。

注及び引用・参考文献
注 ）  原田奈名子（ ）「リズムダンス」再考，

京都女子大学発達教育学部 紀要 第 号（ ）
原田はリズムダンスという語はダ

ンスの機能的特性論の立場から分類が試み
られ、リズム型すなわち「リズムをてがかり
にして。またそれに対応して自由に動きを
工夫し、変身することが楽しい」ダンスとし
て佐伯によって 年前に提案されたことい
う。子どもと楽しさの関係に着目して、当時
は、定型型 ママ と創造型の二つであったと
して、リズムダンスが非定形型に位置づけ
られるまでの変遷を追っている。

注 ）  文部科学省（ ）学校体育実技指導資料第
条『表現運動系およびダンス指導の手引』

東洋館出版社 ｐ には次のようにある。

京都女子大学教職支援センター研究紀要（第６号）
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学習の主導権の移行やグループの編成、男女の
特性については十分考慮をしなければならない
ことが課題として残されていた。

((66))授授業業実実践践のの事事例例ににつついいててのの考考察察
ここまで、発達段階に沿って、授業実践の先

行研究の概要をみてきた。どの実践でも、まず
ステップやひとまとまりの動きを「型」として
指導者と他の学習者と共有するところから、授
業をはじめており、その後、交流やグループで
の創作へと展開する単元計画で進められていた。
共有された「型」は、交流の場合もグループ創
作の場合も、先に湯浅が「資源の制約」、「特徴
の制約」として捉えていたように、学習者の取
り組みや工夫につながり、それを支援するよう
に機能していた。また、学習者にモチベーショ
ンや達成感を与えていることが明らかになって
いた。

一方で、指導者が目の前の児童・生徒に相応
しい資源を共有している内容を比較するとき、
曲の持つリズム・ビートの特性や 、ウォー
ムアップや共通ダンス等とよばれるひとまとま
りの動きの大きさ（８×〇と示されていた）や
含まれているステップなど、どの段階でどのよ
うな内容を体験するのかが恣意的になる状況も
予測される。また、「型」の活用まではスムーズ
に進んでも、オリジナルの発生には課題が残っ
ていることもみえてきた。

特に、ダンス教育について語られるときに、
「既存」注 ）の動きといわれることがあるが、
指導者や他の学習者のからだにとっては「既存」
の動きであったとしても、ある学習者がはじめ
て見るとき、はじめてやってみようとするとき
に、その動きは、その学習者にとっては、はじ
めての未知のものであり、挑戦してからだが学
んでいくプロセスがあり、身に付けていくこと
は、資源となり、工夫や交流へとつながってゆ
くと捉えることが望まれるのではないだろうか。
だからこそ、「既存の動き」ではなく、交流や創
作につながる通り道としての「型」を発達段階
に沿って位置づけて共有する機会を設け、学び
の展開へとつながる「資源」になるように、指
導・支援していくことが重要である。また、そ
の学年、その単元の学びのみならず、学年進行

とともに、積み重ねられ、豊かな「資源」とな
るような系統的な学びが期待される。

７７．．ままととめめ
本稿では、リズム系ダンスの舞踊文化の由

来を確認した上で、「非定形型」としての捉
えについて検討した。検討の際には、「他者と
のコミュニケーション・交流」に着目し、こ
れまで「定形 ･リズム型」とされてきた「 社
交型」の特性の理解を通して、リズム系ダン
スは、リズムにのって踊ることが楽しいとい
う点では「リズム型」、自由なダンスであると
いう点では「創作型」、人と共に踊ることが
楽しいという点では「社交型」であり、当時
示されていた４つの型のうち、 つにクロス
オーバーする位置づけにあることが明らかに
なり、当時の分類論の限界であると捉えた。
その上で音楽のリズムだけではなく、「人々
に好まれ洗練されたパターン」として、ステ
ップやひとまとまりの動きを「型」として共
有するところからはじめている先行研究におけ
る授業の実践事例を発達段階に沿って、検討し
た。今後は、「型」の共有に終始することなく、
「共有した型」を系統的に学びとして積み重ね
ながら、その型をアレンジしてオリジナルにし
たり、さらに新しい動きを生み出していくこと
を協働して工夫、探究していくような単元計画
の作成が課題である。

注及び引用・参考文献
注 ）  原田奈名子（ ）「リズムダンス」再考，

京都女子大学発達教育学部 紀要 第 号（ ）
原田はリズムダンスという語はダ

ンスの機能的特性論の立場から分類が試み
られ、リズム型すなわち「リズムをてがかり
にして。またそれに対応して自由に動きを
工夫し、変身することが楽しい」ダンスとし
て佐伯によって 年前に提案されたことい
う。子どもと楽しさの関係に着目して、当時
は、定型型 ママ と創造型の二つであったと
して、リズムダンスが非定形型に位置づけ
られるまでの変遷を追っている。

注 ）  文部科学省（ ）学校体育実技指導資料第
条『表現運動系およびダンス指導の手引』

東洋館出版社 ｐ には次のようにある。
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注意すべきは、中学校解説において、指導に
際しては、「既存の振り付けなどを模倣する
ことに重点があるのではなく、変化とまと
まりを付けて、全身で自由に踊ることを強
調することが大切である」と示されている
ように、リズム系ダンスは表現系ダンスと
同じく創造的な自由なダンスであり、振り
付けされたダンスのステップを習い覚えて
踊ったり、そろえて踊る練習に時間をかけ
たりするのではなく、音楽のリズムに身を
委ねて友達と自由に関わって踊ることにね
らいがあることです。
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 前掲書，原田
 佐伯摠夫（ ）ダンスの授業をめぐる諸問題
について，体育科教育 30―6.pp.17

 三浦・佐伯他（ ）学習内容の選定ならびに一
般的特性と学習過程の検討，つみかさね，全国体
育学習研究会福岡大会，ｐ

 三浦・佐伯他（ ）学習内容の選定ならびに一
般的特性と学習過程の検討，つみかさね，全国体
育学習研究会福岡大会、ｐ

 三浦弓杖・矢島ますみ（ ）舞踊教育再構築
（Ⅰ）－日本における舞踊教育の可能性 ダンス
の特性の視点から 千葉大学教育学部研究紀要
第 巻 号 ｐ

 同上書 三浦・矢島
 同上書 三浦・矢島
 松本富子（ ）ダンス学習の目標 全国ダン
ス・表現運動授業研究会編 明日からトライ！ダ
ンスの授業

 前掲書，村田・松本（ ） ｐ
 牛山眞貴子 転換期をむかえたダンス学習
愛媛大学教育学部保健体育紀要第 号

 前掲書 中村他（
 前掲書，村田・松本（
 前掲書 三浦・矢島（
 前掲書 三浦・矢島（
 湯浅理枝（ ）児童の創造的活動における表
現の深まりに関するメカニズム：リズム遊び授
業における低学年児童の認知活動や身体活動に

リズムダンス・現代的なリズムの学びに関する考察の試み
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― ―

着目して，初等教育カリキュラム研究 ， –

 柴山実穂他 小学校中学校のリズムダンス
における単元開発に関する研究―「技能」とその
活用に着目して― 日本体育大学大学院教育学研
究科紀要 － ．

 末永祐介他（ ）「現代的なリズムのダンス」
の学習方法に関する研究～基本的な動きの習得
を学習の中核に据えた学習過程の有効性に着目
して～ 熊本大学教育学部紀要第 号

 高田康史（ ）現代的なリズムダンスのダン
ス授業におけるステップ習得に関する事例研究
―ステップの習得とその過程に着目して―，日
本教科教育学会誌， ， ，

 大西祐司他（ ）中学校 年生を対象とした
現代的なリズムのダンスにおける授業実践―教
師が考えた振り付けから生徒が創る振り付けへ
― びわこ成蹊スポーツ大学研究紀要第 号

京都女子大学教職支援センター研究紀要（第６号）
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